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実施設計　12ヶ月 監理業務　基本設計　8ヶ月

建設工事発注準備旧平川診療所
解体工事 杭引抜工事

現本庁舎
解体工事

移転

●第 1回 ●第 2回 ●第 3回 ●報告会○第 1回 ○第 2回 ○第 3回 ○ ○ ○
設計内容の検討 管理運用方針の検討 新庁舎の告知・イベント等

オープニング準備期間施設利用のルールづくり／活用方法の展開

実施設計図面作成設計案の検討

概算工事費検討 概算工事費算出

まとめ 積算・見積り 予算調整 成果品
まとめ

基本設計時より、各部の詳細検討を進め、
実施設計期間の短縮を図ります。

事業費と工期を遵守して
設計をまとめます。

構造・電気・機械・積算だけでなく、
ランドスケープ等、各分野の専門家
を加えた設計チームで業務に取り組
むことで、短期間の中でも市民との
協働の成果を加えた密度の高い設計
内容を実現します。

市民恊働だけでなく、避難所と
しての安全性や快適性、太陽光
発電パネルの設置といった環境
配慮技術の取り入れ、日常の維
持管理のしやすさなど、使いや
すく親しみの感じる施設づくり
に取り組みます。

設計案への要望事項をヒアリングするだけでなく、使い方を一緒に考えながら新しい
庁舎をつくりあげます。ソフトとハードの両面において、市民利用施設の豊富な設計
経験をもつ専門家を交えて意見交換を重ねます。

ランニングコストの検討など維持管理についても打合せを進めます。

基本設計期間を出来るだ
け確保し、市民協働の成
果を設計に反映します。

対話を通じて、
柔軟な考え方で
検討を行います。

設計業務

市の専門部会
(年4回)

工事内容

ワークショップ
(市民協働) ●報告会

設計案の説明／使い方の検討／意見交換／まとめ

「こみせ」

「津軽富士」

「津軽塗」

「生垣」

平成 32 年度 平成 33 年度

庁舎
（まち育ての拠点）

他施設との連携
にぎわいの創出

01

市民と共に、市民が育む、新世代のシティホールを創る ～新しい平川市の象徴となる町の活性化拠点～

平川の風土に根ざし、市民と共に創る「コミュニティ庁舎」

三町村統合により生まれた新しい平川市。市域は拡大しましたが、「平川ねぷた」に代表されるように、市民の活動には平賀地区はもちろん、尾上地区や碇ヶ関地区からも大勢が参加してきました。
平川市新本庁舎を提案するにあたり、今まで以上に、市民が力を合わせたコミュニティ活動をさらに発展させたいと思います。
新庁舎には、これまで分庁舎で営まれていた行政サービスを集約し、市民サービスを向上させるとともに、
地域に分散していたまちづくりの活動拠点を統合する、新世代の市民活動の桧舞台としての「コミュニティ＝シティホール」を創りましょう。
市民と行政、専門家が共に平川市の暮らしを考え、互いに学び、育て合う、協働の舞台としての庁舎づくりを提案します。

豊かな田園風景と共にある平川の気候風土を活かし、屋外の広場と
庁舎内の空間が一体となった、伸びやかな市庁舎をつくります。冬
場の強い季節風や、雨天・降雪時に配慮して、庁舎内外をつなぐ境
界部にはピロティによる大きな軒下空間も生み出します。
現在の平川市には、中心街の賑わいの創出、コミュニティの活性化
が求められていますが、市民と共に新庁舎を計画することを通して、
自然に市民コミュニティの醸成が図れるような設計業務の進め方を
考えます。

ⅰ-ⅰ）設計業務の進め方（取組方針、品質確保など）

02日常的に市民が憩い、市民が育む「市民の広場」
市庁舎は商店街の中心に位置し、「ねぷた祭り」の出発点になって
います。屋外の広場は尾上の造園技術を活かした豊かな生垣に囲ま
れ、思わず立ち寄りたくなるような公園として整備します。軒下は雨
宿りや夏場の日除けの場所ともなり、同階にある庁舎の市民ホール
も含めて市民の日常的な憩いの場となるよう、市民と「ここで何がで
きるか・何がしたいか」を話し合い、地域の祭りや納涼会ほかのイ
ベントにも役立つ「市民の広場」をつくりましょう。

03ユニバーサル、フレキシブルで、
　　　　　　　　　   ながく親しまれる高品質な庁舎

庁舎内には、市民ホール、市民展示スペース、打合せ・休憩スペー
ス、カフェの設置や会議室・議場の開放など、随所に市民が利用で
きるスペースを設けます。これらすべてが、子供からお年寄り、体の
不自由な方まで万人が安心して利用できるよう、ユニバーサルデザイ
ンを徹底します。
また、人口減少社会にあって、将来の機能変化にも対応できるよう、
柔軟性を持った建築計画、建築の長寿命化や品質確保を実現するた
めに、設計段階で材料・工法・性能・サステイナビリティなどの綿
密な検討を行うことで、維持管理が容易で、ライフサイクルコストも
安価な庁舎をつくります。

04デザイン提案に優れた建築家と、
　　　　　　　   風土をよく知る地元の建築家の協働

ⅰ-ⅱ）業務の取組体制、設計チームの特徴（協力体制・業務分担体制等）

長年にわたって東北地方の住宅賞の審査を務めたほか、自ら東北
地方・北海道・ロシア沿海地方での設計も手掛ける、国内外で活
躍する建築家と、青森の気候風土や文化、雪対策などに精通した
地元の建築家らが協働し、互いの豊富な経験と 10 年来の交友を活
かして設計に臨みます。

05中心市街地に、市民協働を促進する
　　　　　　　　　　　　   デザインオフィスを開設

平川市の中心市街地に、行政担当者との迅速な連絡や協議をはじめ、
設計のプロセスを展示するなど、市民への情報発信のためのサテラ
イト・デザインオフィスを開設します。庁舎づくりに関心を持つ市民
の皆さんとのコミュニケーションの場として活用します。

06 経験豊富なエンジニアを起用し、
　　　 市民・行政との円滑なコミュ二ケーションを

07平賀・尾上・碇ヶ関、
　　　　　平川市三地区の統合・連携の拠点づくり

ⅱ）基本計画の課題とその実施方針

現在の平川市には平賀・尾上・碇ヶ関の三地区があり、本庁舎の
ほかに尾上・碇ヶ関・葛川に三つの支所があります。

08交通の拠点､商店街､コンパクトな町の好立地を活かした
　　　　　　   町づくり・まち育ての起点となる庁舎

計画地は平賀駅のすぐ近くに位置し、利便性の高い位置にあります。
平賀駅は弘南鉄道が通り、市内循環バスの発着点であり、市民の交

風土の知恵に学び、平川の春夏秋冬と共に暮らす

ⅲ-ⅰ）特に重視する設計上（意匠・構造・設備の各分野）の配慮事項

13平川市の老若男女と協働する、庁舎づくり市民ワークショップ
ⅲ-ⅱ）その他の業務実施上の配慮事項等

私たちはこれまでにも、多くの庁舎建築、公共ホール、図書館、美術館、
学校などの公共施設づくりの機会に、毎回多くの市民との協働作業、
ワークショップを企画・実行してきました。市民による市民が育む新
しい世代の市庁舎の実現のために、本計画においても、多様な世代
の市民が参加する創造的な市民ワークショップを提案します。

10
津軽地方には冬の積雪や夏の日差しを遮る「こみせ
（雁木）」の文化があります。本計画においても「こみ
せ」の知恵を取り入れ、出入口は大きな軒下にとり、
市民や建物を降雨・降雪から守ります。特に広場と
つながる「グランドフロア=０階（市民ホール階）」
の大きな軒下空間は、雨天時などにも活用できるほ
か、災害発生時には救援活動スペースとしても有効
に利用できます。また庁内の各階から“津軽富士”と
呼ばれる岩木山や、八甲田山の方向を見晴らし、津
軽平野の広がりを感じ取れる庁舎とします。
郷土の歴史文化を継承し、末ながく愛され続ける庁舎11

古来からこの地方では、津軽塗、こぎん刺し（南津軽
郡では東こぎん）などが親しまれてきました。市役
所カウンターやサイン計画、象徴的な壁面などに、
これらの素材やパターンを利用して、郷土の歴史を
感じる庁舎建築を演出します。また、尾上地区には
手入れの行き届いた生垣の町並みや、盛美園、猿賀
公園などの庭園があります。本庁舎前の広場でも、
それらの職人技術によって作り出される郷土のラ
ンドスケープのモチーフを活かして、周辺環境とも
調和した美しい景観を創り出します。

14 若者や中高生がまちづくりに参加し、平川の未来を共に構想する
中でも地元の中学・高校生をはじめとする多くの若者たちの情熱とア
イディアを、是非取り入れたいと考えます。すでに東北地方のまちづ
くりや、九州地方の公共ホールづくり、山陰地方の地域活性化事業
などにおいて、多くの中高生たちと協働して成果を上げた実績があり
ます。新しい時代の平川市を構想する重要なメンバーを養成します。
15設計での市民参加が、
　   開庁後の市民サービスの担い手づくりにつながる

公共施設建設の機会は、世代を超えた多様な市民の皆さんが手を
取り合って協働する、とても大きなチャンスです。設計段階での市民
の参加は、オープン後の庁舎への愛着を増すことはもちろんですが、
今後ますます必要とされる市民自身による市民サービスの担い手、
市民サポーターの育成につながります。

新本庁舎からはそれら方向を眺望で
きるように外周部を極力開放して、
視覚的にそれらを結ぶほか、三地区
が連携する活動の拠点となることに
よって、文字どおり統合の拠点とし
て機能します。また、デジタル・サ
イネージなどを活用して、生活情報、
観光情報、防災情報などを誰の目に
も分かりやすく提供します。

09上下二段の敷地を、
　　　　ひと繋がりに結ぶランドスケープデザイン

現況敷地は大きく二段に分断され、階段で行き来する不便な状態に
あります。本計画では、敷地全体を緩やかな傾斜でつなぐ大きな敷
地にすることで、ひとつながりの大きな広場を形成します。庁舎内の
市民ホールは広場につながり、広場は町とつながり、さらに周囲の
田園にもつながることで、緑豊かな広々とした丘、市民はもとより外
からの来訪者にとっても、親しみのある平川市の象徴となる広場です。

通の拠点です。庁舎周辺には、文化ホ
ール、スポーツランド、健康センター、
診療所、ねぷた展示館などがコンパク
トに配置され、庁舎前を出発点とし、
ねぷたまつりが運行されます。これら
好立地であるメリットを活かし、他施
設との連携、交通機関との連携を発展
させ、街のにぎわいの創出、まち育て
の拠点となる新庁舎を提案します。

地場産材、地元の技術を活用して、地元が育む建築12
青森ヒバやスギなどの、この地域で多用されている地場産木材を最
大限に使用し、また、地元の大工技術や加工技術を積極的に活用し
て、木のぬくもりを感じ、同時に郷土の技術を感じさせる、地元市民
に末長く愛され、初めてきた来訪者にも親しみやすさを感じさせ
る、やさしく柔らかい市庁舎建築のイメージを生み出します。

管理技術者を筆頭に、意匠･
構造･電気･機械設備･外構の
各技術者には、いずれも同種
建物の設計経験が豊富で、マ
ネジメントやコミュニケー
ション力に秀でた人材を登用
し、市民や行政との緊密な意
思の疎通、相互理解をもって
業務を進めてまいります。

外観イメージ図1



平川市新本庁舎建設設計業者選定プロポーザル　【様式 10】　技術提案書（１）　

新世代の庁舎、新世代の行政サービス、ミライの市民生活を考える ～市民と共に、市民が育む、新世代のシティホールを創る～

01敷地のポテンシャルを最大化する平面計画
高低差があり、不定形なこの敷地に対し、市民が利用しやすい駐
車場を効率よく配置し、これを町や商店街につながる広場や庭園
ともスムーズにつなぐために、その扇の要となる位置に、角を曲
線で丸めた三角形の庁舎プランを提案します。フロアの中心に上
階に向かって末広がりの吹抜けをとり、またメインロビーのある
ファーストフロアと下階のグランドフロアを、観覧席のような緩
勾配の大階段で結び、庁舎の中でも駐車場レベルと広場レベルを
つなぎます。もちろん大階段は様々なイベントにも利用可能です。
三角形の平面は市民関連の窓口を集約する上でも、また関連する
機能を連携させる上でも、互いに至近の距離に配置することが可
能で、吹抜け回りの動線も短く、各階平面をコンパクト化できま
す。三角形の隅部からは、西北西に岩木山、東北東に八甲田山の
方向を望むことができ、各階から市内三地域の広がりと共に、津
軽平野全体の広がりを実感することができます。

02みんなに優しい新世代の窓口業務を見据えて
オンライン技術が発達し、従来の多くの行政手続きが、直接窓口
に行かなくても可能になっています。今後ますますその傾向が加
速される中、新世代の市庁舎には、市民が職員や他の人々と直接
出会い、フェイス・トゥ・フェイスの相談やコンタクトができる
場としての機能が求められます。
特に市民に関係の深い窓口の並ぶメインロビーは、将来的には、
現在のワンストップ・サービスをさらに一歩前進させた、ロビー
全体をラウンジ化して、関連する職員が市民とテーブルを囲む形
の「オフィス・ランドスケープ型」に移行することも考えられま
す。本計画では各分野の専門家と共に、こうした将来像への段階
的移行を見据えた検討を行います。
エントランスに総合案内を設け、まち育てと連動してフロアマ
ネージャーが館内を誘導し、ワンストップ窓口やプライバシーに
配慮した相談室、各階の市民活動エリアなどに案内します。グラ
ンドフロアからの来庁者に対しても、カメラモニタによる確認な
どの手法を用いて速やかな対応を実現します。

03矩形の業務エリアと、
憩いの場となる余白空間

主要な執務空間は将来の可変性を担保する無柱のワ
ンルームの空間として、効率がよく配置の互換性が
高い矩形平面のエリアに置き、三角形平面を活かし
て各所に生まれる剰余の空間を、開放的な打合せ
コーナーや休憩ラウンジ、展示ギャラリー等として、
随所で市民や職員が交流、リフレッシュできるゆと
りの場所として活用します。庁舎内での「硬」・「軟」
両空間の組み合わせが、業務空間に緩急をつけ、メ
リハリの効いた快適な執務環境を生みだします。

04市民ホールの土休日、夜間の市民開放を可能にする
明快なセキュリティ計画

共に接地階となる、広場につながる「グランドフロア＝０階（市民ホー
ル階）」と、北側駐車場や車寄せに接続する「ファーストフロア＝１
階（市役所メインロビー階）」を、明快なセキュリティラインによっ
て区分することで、通常は一体としてつながるそれぞれの階を、必
要に応じて切り離して利用可能にします。これにより閉庁時にも市
民開放ゾーンを利用することができます。
また、庁舎内を「①軒下ピロティ部など常時開放ゾーン」から、「②
市民ホールなど市民活動ゾーン」、「③開庁時市民アクセスゾーン」、
「④個人情報などを扱う行政執務ゾーン」、「⑤市長室ほか特別職、議
会関係などの入退室管理ゾーン」まで、各段階に応じたセキュリティ
の確保を行うことで、共用部の積極的な市民開放を可能にします。
グランドフロアに「ねぷた広場」と一体利用が可能な市民サロンを
設け、365 日、いつでも賑わいにあふれる場所づくりを目指します。

05市民の安心の拠点となる、あらゆる災害に強い庁舎
免震構造を採用して、地震動に強く、大地震後も速やかに業務を再
開できる庁舎とします。非構造部材、設備機器等の耐震性を確保し、
災害時にも有効にバックアップされる設備システムを構築します。
風水害の恐れの無い２階に市長室を置き、隣接して災害対策本部室
を配置し、緊急時の速やかな対応を可能にします。
接地階に非常用用品倉庫を整備し、災害時の市民サービスに備える
ほか、日射を遮り、雨や雪を凌げる大きな軒下ピロティ空間を設け、
大災害発生時には救援車両を乗り入れて、被災者のトリアージや救
援活動用のスペースとしても有効に活用できます。

健康
センター

ねぷた展示館

至 平賀駅

至 青森市

至 秋田

③駅前商店街からの流れを
　受け止める「顔」をつくる

岩木山を望む

八甲田山を望む

①矩形のスペースを確保し、
　駐車場を効率よく計画する。

②南側住宅地への圧迫感を低減し、
　健康センターとのつながりをつくる

常時開放ゾーン①

市民活動ゾーン②

市民アクセスゾーン③

行政執務ゾーン④

入退室管理ゾーン⑤■各フロアのゾーニング／セキュリティの考え方

グランドフロア ファーストフロア 2F 3F

「②防災拠点として必要な機能整備と構造に関する考え」についての提案

「①日頃から市民が気軽に立ち寄れるような空間のあり方」についての提案

「①機能的な執務環境と効率的な市民サービス提供」についての提案

■各階平面イメージ
S=1/1200

■建物平面形状と敷地の関係

機能的な矩形平面の
執務スペース

職員の回遊動線

コンパクトな
来庁者の回遊動線

憩いの場と
なる余白空間

「①市民を優しく迎え入れ、快適に過ごしながらサービスを受けることができる窓口空間の工夫」についての提案

■3F のカフェスペースから八甲田山を望む

内観イメージ図 1

内観イメージ図 2
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待合い

総合案内から一望でき、優しく包まれる
雰囲気のラウンド型カウンター

熱的緩衝空間と外観デザインの工夫で西日を遮蔽

エントランス近くに来庁者用駐車場をまとめて確保

回遊性のある職員用の動線

余白空間を利用した打合せコーナー

館内の様子が一目で分かるところに総合案内を配置し、
フロアマネージャーが市民を案内する

庇下の車寄せを設け、利便性に配慮

グランドフロアからのスムーズな
アクセスを実現する緩やかな大階段

利用者動線をコンパクトに
まとめる EVの配置

岩木山を望む市民交流スペース

キッズコーナーは
見通しの良い場所に

くつろぎながら
岩木山を望む

使い勝手の変化に
対応可能な移動間仕切り

余白空間をいかした
待合いラウンジ

シンプルで明確に分離された職員動線

執務スペースの上下移動に配慮した縦動線

吹抜けに面した
明るくゆったりとした待合い空間

災害対策本部室などの
防災拠点機能を市長室に隣接させて集約

休日利用も可能な
大きめの会議室

設備コアを分散させ、
メンテナンス性に配慮

庁舎内に回遊性を生み出す
吹抜け沿いの階段とブリッジ

こぎん刺し

八甲田山を望むカフェスペース、休日利用も可能

厨房は EVに近接させ、サービス動線に配慮

EVからアクセスしやすい
傍聴席への動線

市民参画が可能な
展示ギャラリー

雨や雪の影響を受けない軒下の車寄せ、
外部からもファーストフロアの雰囲気が分かる

3F 2F1Fグランドフロア

車両アクセスや災害時の利用動線に配慮した
非常用用品倉庫

冬場の風向きを考慮した風除室の設え

まちの情報ラウンジにもなるグランドフロアは
市民のサードプレイスとして活用される

緊急時にも利用出来る軒下の駐車スペース

移動間仕切りを用いた開放可能な会議室、
夜間や休日には自習スペースとしても利用可能

雨や雪の影響を受けない軒下の駐輪スペース

ねぷた広場と一体的な利用も可能な市民ホール、
期日前投票や確定申告会場としても利用できる

ワンストップ
対応窓口

車いす
利用者用
駐車場

職員動線を
きちんと分離

平川の文化・産業を展示する

◇平川の「東こぎん」

2
特定課題 安心・安全と市民サービスの拠点として機能的な庁舎建築計画Ａ



平川の風景に囲まれた緩やかなランドフォーム ～市民と共に、市民が育む、新世代のシティホールを創る～

05 広場と市民ホール、庁舎の各階を繋ぐ「重層ボイド空間」
各階平面の中央に、優しい光に包まれた吹抜け空間を設け、庁舎
内全体の視認性を高めるとともに、様々に繰り広げられる市民活
動のつながりを生み、日常的な賑わいを実感できる空間を創出し
ます。この「重層ボイド空間」自体が、屋根のかかった「市民の広場」
となり、特に夏場の暑い盛りや、津軽の長い冬の期間にも、大い
なる市民交流の舞台となります。
舞台は屋内だけでなく、大きな軒下空間を介して敷地北西側の緑
豊かな「ねぷた広場」とも連続し、敷地全体、さらには商店街全
体にも広がり、屋内外の賑わいを連鎖させます。

不定形で段差のある敷地を、
一体的に「滑らかに」整備する

02
大きく２つのレベルに分断された現状敷地に対し、敷地西側から
東側へ緩やかにつながる、段差の擁壁を用いないランドフォーム
を計画します。看板となる「生垣」やスロープが高低差を緩やか
につなぎ、通常であれば断絶しがちな高低差のある造成計画では
なく、サイトデザインを流動的なひと続きのものとして整備する
ことで環境的にも景観的にも連続感のある広がりをもたらします。

市民が利用する有効な外部空間を
最大限に確保する、無駄のない配置計画

03
接地するロビー階の形状を駐車場配置と整合させて計画し、コン
パクトでロスがなく、利用者が車を停めやすい駐車場レイアウト
を実現します。
敷地北西側にゆとりのある空地を設け、歩行者動線と車両動線を
明確に分離し、安全・安心かつ快適な外部空間を実現します。「ね
ぷた広場」に面した懐の深い軒下空間を設けることで、雨や雪の
影響を受けない快適なアプローチ、半屋外の市民活動の場をつく
ります。夏には日差しを除けた観覧・休憩スペースとしても利用
可能で、四季を通じて人々が集まり、様々な交流のきっかけを誘
発する場となります。

グランドフロアは
広場につながる市民活動に開かれたフロア

04
広場に接続する市民ホールのフロアを「グランドフロア」と呼び、
駐車場側に接続する上階の市役所ロビー階を「ファーストフロア」
と呼んで、建物に２つの接地階を計画します。このうち下階のグ
ランドフロアは、屋外の広場、半屋外の軒下空間とも一体利用でき、
様々な市民活動に開かれたフロアとなります。市役所機能とは明
快にセキュリティ分離することができ、休日夜間などにも積極的
な利用で多様な賑わいが生まれ、まちにも広がって行きます。

既存庁舎を休まず使用し、
仮設を利用しない建て替え計画

07
配置計画上は、既存の発電
設備等が重なりますが、こ
れらの既存機器は全て大き
な軒下部分にあり、施工中
は構台を差し掛けること
で、工事中もそのまま稼働
を続けられ、仮設を必要と
しません。
切土と盛土を平衡させ、残土を排出しない造成計画08

工事中に発生する根切り残土は、敷地全体をワンスロープ化する緩やか
な傾斜造成の中で、全て場内処分が可能です。もともと接地階のフット
プリント（面積）が小さく、根切り量そのものも大幅に抑えられています。

周辺の公共施設や金融機関、診療所等を訪れる
人々を含めて、人と車の流れを考慮し、この敷
地を、駅前商店街とも連携した賑わいの創出に
寄与する市民の活動の場として捉えます。敷地
北西の交差点を起点とした「ねぷた広場」を設け、
単に市役所を訪れるだけでなく、外から平川市
を訪れる人々にとっての、まち歩きの拠点とな
る場所をつくります。また、中央公園の緑と連
続した緑のネットワークを整備し、美しい生垣
の大刈り込みと共に、市民の目や心のやすらぐ
憩いの広場を創出します。

01周辺環境と呼応し、人の回遊をもたらす敷地利用計画

■切土数量（概算）

基礎躯体の掘削
造成による掘削
合計

4,800m3
400m3
5,200m3

「敷地内ユニバーサルデザインを達成するための敷地利用（造成）計画」についての提案

「敷地内ユニバーサルデザインを達成するための本庁舎配置計画」についての提案

X

1F
0F

■現状敷地 ■緩やかなランドフォーム

約 2％の勾配で敷地全体を
つなぐ段差のない「緩やか
なランドフォーム」は、子
どもからお年寄りまで、全
ての人に優しい場所を提供
します。車両通行にとって
も、回遊性をもつ敷地とな
ることで安全且つ利便性の
高い場所となります。

敷地東側に
ロス無く
駐車場を計画

軒下の
駐輪場

グランドフロアから
EVを利用して 1階の
総合案内へスムーズに
アクセス

懐の深い
軒下空間

健康センターからの快適な
歩行者動線を整備

平賀駅前通りからの
歩行者アプローチは
緩やかなスロープで
グランドフロアへ
アクセス

歩車動線が明確に分離された
ゆとりのある広場空間

車いす利用者用駐車場は
1FL エントランス直近に
配置、執務室や守衛室か
らも見通しの良い場所

歩車動線を分離、敷地東側の駐車場へスロープにてアクセス
緊急時にも利用できる軒下の駐車場

1FL にスムーズに
アクセスできる軒下の車寄せ

ねぷた広場

車庫は敷地南側に新設

公用車
（27台）

公用車
（7台）

職員用
（158 台）

来庁者用
（91台）
車いす

利用者用 6台
含む

職員用
（76台）

■配置イメージ図　S=1/2500

「人が交流し行き交うことから生まれる賑わいの創出」についての提案（１）

「人が交流し行き交うことから生まれる賑わいの創出」についての提案（２）

近隣や周辺への影響を最小限に抑える、
建物シルエットのデザイン

06
３階建て三角形平面のシルエット
は、建物東西側の日影を減ずるほか、
景観的にも圧迫感が抑えられます。
また冬場の駐車場にも殆ど日影を落
とさないので、融雪を促します。

5 時間日影範囲
3時間日影範囲

■建物形状による日影検討

■健康センターと
　　　　　　ねぷた展示館

■世界一の扇ねぷた

■1階の総合案内からグランドフロア越しに見える「ねぷた広場」 ■盛土数量（概算）

東側駐車場
進入路造成
合計

5,000m3
600m3
5,600m3

■工事期間中の既存庁舎と新本庁舎の関係

新本庁舎の外形ライン

既存庁舎の発電設備／
　　　屋内消火栓ポンプ

既存庁舎

新本庁舎のフットプリント
　　　　　（掘削範囲）

■「重層ボイド」が内外の賑わいを繋ぎます

岩木山

ねぷた広場 市民ホール

内観イメージ図 3

外観イメージ図 2

2
平川市新本庁舎建設設計業者選定プロポーザル　【様式 10】　技術提案書（２）　特定課題 市民が親しみ、交流し、賑わい創出につながる敷地利用計画Ｂ



更新・進化する環境建築を実現する、しなやかな構造システム ～市民と共に、市民が育む、新世代のシティホールを創る～

季節ごとの卓越風を考慮した平面形状と開口部の配置、バラン
ス式自然換気窓等の設置により、建築に「呼吸する外皮」をつ
くり、心地よい風が通り抜ける爽やかな室内環境をつくります。
重層する吹抜けが有効な重力換気を誘引するほか、吹抜けを介
した柔らかな自然光も内部空間に降り注ぎ、建築の人工照明を
最小化することができます。
平面形を単純なものとすることで相対的にペリメータの割合を
減らし、かつ窓廻りの断熱性能を高めて執務空間周囲に熱的緩
衝帯としての回廊部分をつくることで、建築全体の冷暖房負荷
を大幅に低減し、ランニングコストを抑えます。

01建築・構造・設備を融合し、
　　　　　　建築の形態を活かした環境負荷低減

03日々のメンテナンスが容易で、
　　　　長期的に合理的な維持管理ができる建築

業務空間の大部分に、地震時の安全性も高い天井レス方式を採用す
ることでメンテナンスを不要とし、階高が抑えられて建設費も縮減
されます。
間仕切りのないスペースは床吹出し空調＋輻射冷暖房の併用方式と
し、省エネでかつ、底冷え感や気流による不快感の無い快適な空調
システムを構築し、配管更新工事等を必要としない長期的にみて合
理的な設備方式とします。
全般にメンテナンスが容易な材料を選定し、日常的な清掃のし易さ
や大規模改修の頻度を下げて、ライフサイクルコストを低減します。

07自然エネルギー活用による
　　　　　空調運転期間の最小限化と災害時対策

建築の断面計画、適切な日射遮蔽、外気冷房や自然通風、断熱強
化等により、機械による空調運転期間を大幅に短縮し、中間期を
延伸します。これらの工夫は災害等による停電時にも良好な室内
環境確保に寄与します。
熱源設備は複数を組み合わせて構築し、リスク分散を図ります。
雨水や井戸水再利用の雑用水槽による水源確保により、生垣等の
植栽管理のほか、災害時のトイレ洗浄水にも対応します。

10内部のフレキシビリティと、
　　　防災拠点としての安全性を確保する構造計画

接地階のフットプリントを最小化する効率的な基礎免震構造により、
相対的に掘削土を低減するなどコストパフォーマンスの高い形式と
します。ロングスパンの鉄骨ラーメン構造を採用することで、内部
空間のフレキシビリティを高めるとともに免震装置の台数を減らし、
イニシャルコストや点検等のメンテナンスコストの縮減を図ります。

免震構造により、地震時の市役所の BCP 対応を図ると共に、建
物自体を長寿命化し、耐震壁等による制約の少ないプランとし
て、大胆な間仕切り改修等にも柔軟に対応できる建築とします。
設備コアを適度に分散配置し、段階的な設備改修が行える計画
とし、複数の熱源を持つハイブリッド空調システムにより、大
規模改修時にも庁舎機能への影響を最小限にとどめます。
天井レス方式や床吹出し空調方式を採用し、設備工事に伴う無
駄な道連れ工事を発生させないようにする他、屋上機器の改修
時に防水改修も同時に行えるようにすることで、大規模改修工
事の頻度そのものを減らす工夫を施します。

02将来の更新を見据えた、
　　　　　　　スケルトンとインフラのシステム

「②特別豪雪地帯における雪及び凍害対策」についての提案

「①約 30 年毎に到来する大規模改修時のコスト縮減」についての提案

「①超長期にわたるライフサイクルコスト低減への工夫」についての提案

04運用・維持管理での LCC 低減を
　　　　　サポートする設計体制と設備システム

ただ単に BEMS を導入するのではなく、平川市庁舎の特性にあ
わせてカスタマイズし、利用状況に応じてシステムを育ててい
くことができる「H( 平川 )-BEMS」を構築します。「H( 平川 )
-BEMS」のデータ分析に設計者が関わり、運用管理者に各種ア
ドバイスが可能な体制を構築します。

「①超長期にわたるライフサイクルコスト低減への工夫」についての提案

設
計
チ
ー
ム
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

竣工後の調整期

竣工直後 2年間の
システム評価を実施

省エネルギーチューニングの提案
予算実証試験（部分的提案）の実施

設計思想に基づく
省エネ・省 CO2・省力
提案と実践

運用状況に基づく
省エネ・省 CO2・省力
提案と実践

中長期保全契約と
連動した省エネ・
省 CO2・省力対策

部分から全体へ
展開・運用へ移行

中長期修繕計画を視野に入れた
省エネ・省 CO2・省力対策の立案

設備ガイダンスの実施

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10 年目

運用安定期 運用改善期

◇将来にわたって施設運用のサポートする体制を構築します。

雪の影響を受けない軒下空間は
冬場の快適なアプローチを可能にします。

駐車場エリアは機械除雪と散水消雪を併用し、
メンテナンスコストに配慮しつつ、
利便性に配慮した計画とします。

無散水消雪設備から雑用水槽へのルートを確保することで
凍結防止運転時に流れる井戸水も無駄なく利用します。

排雪車両動線を
コンパクトにまとめます。

井
戸

無散水消雪

車いす利用者用駐車場や歩行者動線、
緩やかなスロープとなる車路は無散水消雪とし、
安全性と利便性に配慮します。

「ねぷた広場」は堆雪とし、美しい雪景色をつくります。

建物の日影にならない敷地東側に
雪溜めスペースを設け、自然融雪を促します。

角の丸い三角平面とし、
頂点を北西に向けること
で、通常の四角平面の場
合は２つの面に生じる吹
き溜まりの範囲を大幅に
低減します。

東北地方での施工実績が
ある「風の抜ける笠木」
のディテールを参考に、
雪庇をつくらない屋根
形状を検討します。

05津軽の冬を快適に過ごす「雪氷に強い雪国庁舎」
この土地の特に冬場の季節風を考慮し、吹き溜まりが生じにくい、
万全な雪庇・凍害対策を施した雪国の環境と共生する建物形態を
考えます。竪樋は「桝受け＋ドレンキャップ」により凍結を防止
することで、ドレンヒーターを設けずランニングコストに配慮し
ます。また、敷地内通路、駐車場等について、無散水消雪・散水消雪・
機械除雪を効果的・経済的に組み合わせ、来庁者の利便性を確保
しつつ、ランニングコストを極力抑える庁舎建築、および外構の
計画を行います。

「③省エネルギー、再生可能エネルギーの導入を図るための工夫」についての提案（１）

06自然光や豊富な地下水等、自然の恵みを最大限利用
全般に省エネ・再生可能エネルギーの導入を図り、地中熱を活用
した熱源・空調を提案します。中央の吹抜けを介した自然光や自
然通風と合わせて、窓から遠い中央執務エリアの室内環境を向上
させます。自然利用によるエネルギー源として、太陽光発電パネ
ルやチップボイラーによるバイオマス利用、年間を通じた地下水
の 3次利用などを検討します。

計画建物の接地範囲
（掘削工事範囲）
→既存杭との干渉が
　想定される範囲に
　ついても直接基礎
　の採用により、解
　体撤去工事のコス
　ト縮減が可能

計画建物と
干渉が想定
される既存杭

撤去不要と
想定される
既存杭

■敷地内の既存杭と計画建物の関係
11土質の特徴を考慮した基礎形式
鉄骨構造を採用することで建物全
体を軽量化し、杭を用いず「地盤
改良＋直接基礎」の形式の実現を
図り、イニシャルコストを大幅に
縮減します。
敷地全体の利活用を考慮した建物
配置は、既存杭との干渉も極力少
ないものとなっており、直接基礎
の採用とあわせ、既存杭の撤去を
最小限にとどめて解体工事にかか
るコストを縮減します。

「③省エネルギー、再生可能エネルギーの導入を図るための工夫」についての提案（２）

08将来の技術動向を踏まえ、段階的に ZEB 化を推進
設計段階で、太陽光発電の拡張、最先端機器への更新等、技術革
新への対応方法を総合的に検証し、段階的に ZEB 化を図るため
のロードマップを提示します。

「③省エネルギー、再生可能エネルギーの導入を図るための工夫」についての提案（３）

09総合的な性能評価／
　　　　　将来にわたって市民の誇りとなる庁舎に

建築環境総合性能評価システム（CASBEE）などを用いて環境品
質に配慮した施設とし、末長き将来にわたって市民の皆さんに愛
され続ける庁舎を目指します。

「③省エネルギー、再生可能エネルギーの導入を図るための工夫」についての提案（４）

■敷地内における除雪方法の考え方

■井戸水を無駄なく使う消雪システムの構築

■吹き溜まりの生じにくい建物形状

■ペリメーターエリアの省エネ手法検討

■雪庇を作らない「風の抜ける笠木」

■構造計画ダイアグラム

RC スラブ

鉄骨フレーム
（ラーメン構造）

RC擁壁
（法面取り合い部分）

免震装置（基礎免震）

免震層

直接基礎（べた基礎）
※基礎下は支持層まで
　地盤改良

中間期
（春）

中間期
（秋）

従来の
庁舎建築

自然エネルギー活用による
平川市新本庁舎

夏季 冷房運転

暖房運転冬季

中間期
（春）

中間期
（秋）

夏季 冷房運転の短縮

暖房運転の短縮冬季

中間期：自然換気窓による
　　　　「呼吸する外皮」
空調使用時：LOW-E ペアガラス
　　　　　　中空ハニカムブラインド

セットバックする外壁として
雪溜まりを作らない

跳ね出しスラブの
断熱補強スペースを確保

床吹出し空調+輻射

ファン付き吹出しスリット

熱的緩衝空間となる
回廊スペースエアバリア

天井レス方式により
階高を抑制

散水消雪 排水

汚水として処理雑用水槽 便所洗浄水

吹抜け廻りの共用部
→輻射冷暖房
　夏：井水直接利用
　冬：チップボイラー熱利用
　　　（バイオマス利用）

平川市で推進されている
バイオマス産業の活性化を視野に入れ、
チップボイラーを用いてベースロード
とする空調システムを検討し、
イニシャル及びランニングコストの
検証を行いながら導入方法を考えていきます。直接空調利用→空調熱源利用→空調冷却水利用→雑用水利用

井水のカスケード利用（3次利用）

吹抜け空間をいかした
自然通風・自然採光

間仕切りのない執務スペースは
床下空調を採用

LED照明

会議室

議員控室

井水 免震ピットを活かた
クールヒートトレンチ

雪が積もらない
セットバックした外壁

発電機によるバックアップ機能を確保
高効率変圧器によりランニングコストを削減
井水を利用した高効率水冷チラー

落雪角度に配慮して
太陽光発電パネルを設置、
必要に応じて設備機器の
保護も兼用

方位に応じた
日射遮蔽対策を兼用した
ファサードデザイン

エントランス
ホール

吹抜けの煙突効果と
中間期の卓越風を利用した
自然通風

植栽帯を経由し、
適温となった外気を取り入れる

■複数熱源システムの構築

井水

直接
利用

冷水 温水

電気 バイオマス 油

ピークカットとして年間を通じて利用。
発電機の燃料を兼ね、メンテナンス性を
向上させる。

自然エネルギー利用熱源を
ベースロードとする。

水冷
チラー

チップ
ボイラー

吸収式
冷温水発生機
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